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１ ページはずれ

１ 1 枚～数枚本体からはずれている、もしくは

途中から取れかかっている場合

2 ビニール糊をはずれている箇所に薄く延ば

す

※ 糊の量が多すぎると乾いた時に内側に

はみ出すので注意すること

3 本体に貼り付ける。

4 本をとじ、クリップで挟んで固定する。

（半日～1 日） 
※ クリップがない時は上に重い物を乗せる。



２ 糸がゆるんでいる場合

ページとページの間に、竹ぐしでビニール糊を

はみ出さない程度に垂らして入れ、終わったら

ページや糸に付いた余分な糊をふき取る。 
※その後は「ページはずれ」の時と同じ。

３ やぶれ（のり代がある場合）

1 「やまと糊」を少量取り、水で延ばす。

（生クリーム状…筆につけて下に落ちない程度）

2 下に「捨て紙」を敷き、糊を薄く貼る。 
貼った箇所がよれないようにのばす。

軽く水分をふき取り、上に捨て紙を置き

本を閉じて乾かす。

４ セロテープをはがす場合

セロテープは貼ってから時間がたつと

茶色に変色しはがれてくるため、アイロン

を低温であててセロテープをとった後に、

補修をする。



5 背表紙が壊れた場合(カバー無し)

１ 壊れた箇所を糊で補修する。

２ 背表紙より大きめに補修用テープを切る。 
３ 上を 3cm 位山折りにし、折れ目をつける。

４ 背の幅＋2mm 外側に印をつけ、まっすぐ

上から 5mm 外側に切れ込みを入れる。

５ 切れ込みを入れた真中の部分だけを下に

折り曲げて貼る（この時にテープをはがす）

※ 折り曲げると二重になるので丈夫で

ごみも溜まらない。

６ テープを本に貼る。

７ 上の残りのテープは表紙を広げ、内側に

折り曲げて折り込む。

６ カバーがやぶれた場合

１ 補修用テープを破れた箇所＋3 ㎝長めに

切り、張り付ける。

２ 残ったテープをカバーの内側に折り込む。 



７ 糸とじ修理 １（糸が切れたり、ゆるんでバラバラになった場合）

１ 見返し（遊び紙）を手でゆっくり引っ張っ

てはずす。

２ 残っていた糸を取除き、糸で縫う箇所が破

れている時は先に補修しておく。

３ ２枚で 1 セットになっているので、ペー

ジの順番を確認しておく。

４ ２枚１セット分を元の穴の場所に針を 
入れて縫っていく。

５ 全部縫い終わったら、きれいにそろえて

クリップで固定し、背に糊をぬる。



６ 寒冷紗を張って糊で固める。

（左右に＋1 ㎝折り曲げる）

※ ざらざらした方を外側にする

７ クリップで固定し、1 日程おいて乾かす。

８ 固まったら、また糊をつけて付ける。

同じ要領で 1 日程おいて乾かす。

。

９ 見返し（遊び紙）がある時は、１㎝ 
ほど本体側に折り曲げて糊をつけか

ためる

参考…見返しが無い時 
・見返し紙と同じか似た色の「のど布」

（製本テープ）を貼る

・本体に字や写真がかくれてしまう場合は

透明のカバー用フィルムを本の高さに

切り５㎝位の幅で貼る 



８ 糸とじ修理 ２（無せん綴じの本 や 利用の多い本）

１ 糸とじ修理１の要領で、本を解体しておく。

２ 上下１㎝残して印をつける。

３ 残りを均等に割って（４～5 ㎝）印をつけ

目打ちで穴をあける。

４ 糸が渡るところにノコギリで溝をつける

５ 麻糸・・本の高さ×２ 切る。

６ 和綴じをする。

７ 糸の始末は、玉止めはしない。

※その後は「ページはずれ」の時と同じ。 
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1０ 補修用品

《カバー用フィルム》・・接着剤付きのシール式透明フィルム

・アメニティコート (キハラ)
２３㎝ ２５㎝ ２７㎝ ３０㎝ ３２㎝ ３５㎝ ４０㎝

・ブックコートフィルム （埼玉福祉会）

・ブッカー （規文堂）

・クリアタック、フィルムルックス （伊藤伊新社）

《ページヘルパー》・・・紙の破れを補修する薄いフィルムで

透明と和紙タイプがある

・ページヘルパー （キハラ、埼玉福祉会、規文堂）

・フィルムプラスト （伊藤伊新社）

《補修用糊》・・・・酢酸ビニール系の接着剤（紙・木・皮革・布・ガラス他） 

・ラッキーセメント （キハラ）

・製本用のり （埼玉福祉会）

・ビニールのり （規文堂）

・ビニール糊 （伊藤伊新社）

《その他用品》
・やまと糊、平筆・・・やぶれをつくろう時

・糸（麻糸、もめん糸）

・針・・・・・・・・・ふとん針位長くて、針穴の大きいものが使いやすい

・竹ぐし・・・・・・・ビニールのりをつける時（細かい作業向き）

・刷毛、ヘラ・・・・・ビニールのりをつける時

・クリップ・・・・・・大きいほうが使いやすく、早く固定する

・物差し、定規

・はさみ、カッターナイフ、カッター板

・製本用ノコギリ

・寒冷紗・・・・・・・代用品として、包帯（伸縮性のないもの）でも可

・製本テープ・・・・・色各種あり

・ 目打ち・木槌・板・・穴をあける時

※ 以上参考に掲載しましたが、特に上記の製品を推薦しているのではないことを

御了承下さい。



書き込み、切り取り、破り取り厳禁です

◎ラインマーカーもやめてくださいね

食べ物、飲み物、水、火は本の大敵です

◎飲食をしながら本をよまないでね

◎雨の時は袋等に入れて、本を濡らさないでね

金属、糊、熱も本の大敵です

◎クリップなど金属製のものを本にはさまないでね

◎付箋紙などを、本に張らないでね

◎破れた箇所の修理に、セロハンテープは使わないでね（本の修理は図書館で行い

ます）

◎日光の当たる場所に本を置かないでね。（特のフロントガラス付近に）

やさしい取り扱いを本は好みます

◎本を落とさないでね

◎開いたまま伏せないでね

◎表紙を反対に折り返して読まないでね。本がゆがむばかりでなく、壊れる原因と

なります。

◎ペットのいる場所に本を放置しないでね
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